
 
 

第 179 回  学長定例記者会見 発表事項 2 

 

令和 7 年 5 月 27 日 

 

 

医療と教育の連携～ゲノムで広がる！ウェルビーイングな未来～  

第 3 回 市民公開講座・写真パネル展を開催します（6/7-6/8 開催） 

 

このたび、広島大学病院ゲノム医療センターと広島大学ダイバーシティ＆イ

ンクルージョン推進機構（ウェルビーイング推進室）は、初の連携企画として

「第 3 回 市民公開講座・写真パネル展」を下記のとおり開催いたします。 

 

 本イベントでは、ゲノム医療や特別支援教育の最新の取り組みを、市民講

座・テクノロジー体験・音楽を通じて市民の皆さまと分かち合い、ともに考え

る 2 日間にしたいと考えています。医療・福祉・教育が連携し、誰もが自分

らしく生きられる「ウェルビーイングな社会」の実現に向けて、未来をともに

描くヒントをお届けします。是非ともご参加ください。 

記 

 

◆開催日：６月７日（土）、6 月 8 日（日）13:00-16:00 （両日） 

◆会場：広島駅南口地下広場（エールエール A 館地下） 

◆内容： 

・遺伝性疾患や、がんのリスク評価、医療と教育の連携について専門家に 

よる講演とディスカッション 

・分身ロボットなどを用いた体験展示 

・日本ダウン症協会広島支部「えんぜるふぃっしゅ」による太鼓演奏 

・医師による音楽ユニット「Insheart（インスハート）」のミニコンサート 

 など ※詳細は添付のフライヤーをご覧ください。 

◆参加費：無料 

◆定員：200 人 

◆事前申込：不要 

◆締め切り日：なし 

 

＜これまでの取組み＞ 

 広島大学病院ゲノム医療センターでは、これまで以下の市民公開講座などの

イベントを開催しています。 

■第 1 回市民公開講座・パネル展・遺伝カウンセリング 

日程：2023 年 6 月 10−11 日 

キャッチフレーズ：「みんなで知ろう、考えよう！ゲノムでわかる私の 



         体質、あなたの個性」 

テーマ：1 日目「ゲノムでわかるリスクと健康管理」 

    2 日目「ダウン症のある人たちが持つ多様性」 

参加人数：約 300 人 

■第 2 回市民公開講座・パネル展・遺伝カウンセリング 

日程：2024 年 6 月８−９日 

キャッチフレーズ：「みんなで一緒に！ゲノムをまなびん祭（さい）」 

内容：「難病」「妊娠・出産」「放射線」「がん」に関するゲノム医療につい 

   ての市民公開講座とゲノム体験イベント、写真パネル展など 

参加人数：約 300 人 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学ダイバーシティ&インクルージョン推進機構 ウェルビーイング推進室 

TEL:082-424-3906  FAX:082-424-5952 

E-Mail:satomoko@hiroshima-u.ac.jp 

 

 



教育
皆でゲノムにつ

皆でゲ皆でゲ

第3回　広島大学病院ゲノム医療センター・広島大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進機構

市民公開講座・写真パネル展

医療と教育の連携

ゲノムで広がる！
ウェルビーイングな未来
2025年6月7日（土）8日（日） 13：00～16：00

広島駅南口地下広場 （エールエールA館地下）

主催 ： 広島大学病院遺伝子診療科（ゲノム医療センター）　共催：広島大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進機構 ウェルビーイング推進室／広島臨床遺伝研究会
協力 ： 広島大学次世代のがんプロフェッショナル養成プラン／特定非営利活動法人クラヴィスアルクス／日本ダウン症協会広島支部えんぜるふぃっしゅ／NPO法人 nicoloop

後援 ： 広島県教育委員会／広島市教育委員会／中国新聞社／中国放送／広島テレビ放送／広島ホームテレビ／テレビ新広島／広島FM放送　（後援申請中）NHK広島放送局／ウェルビーイング学会
問い合わせ先 ： 広島大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進機構／d-and-i-event@hiroshima-u.ac.jp／082-424-3906

事前登録
不要

参加無料

市民公開講座  13：00～14：15

檜井 孝夫

ゲノム医療がもたらす
がんのリスク評価と
ウェルビーイングな未来

ディスカッション

医療と教育の
コラボレーションの意義

中野 由紀子

子ども・若年の
突然死を防ぐ
遺伝性不整脈診断

川合 紀宗

医療と教育の連携による
ウェルビーイング
社会の構築

6月7日（土）

太鼓演奏  13：00～13：30
日本ダウン症協会広島支部

えんぜるふぃっしゅ おんがくくらぶ

日本ダウン症協会広島支部

えんぜるふぃっしゅ カカオチーム

コーヒーサービス 13：30～15：00

OriHime
ロボット
参加予定

6月7日（土）・8日（日）両日開催

6月8日（日）

ミニコンサート
15：00～15：45

サイン会
15：45～16：00

Insheart

オープンキャンパス
14：30～16：00
広島大学教育学部
特別支援教育学プログラム（両日）
広島大学大学院医系科学研究科
遺伝カウンセラー養成コース（8日のみ）

体験イベント 14：30～16：00
特別支援を支える
最新テクノロジー体験！
分身ロボットOriHime、LOVOT、
Ozobotを使ってみよう！ふれてみよう！
吃音VR展示

パネル・パンフレット展示
がんゲノム医療の現況と課題
（広島県におけるがんゲノム医療連携体制）

広島大学D&I推進機構の
取り組み

写真パネル展

日本ダウン症協会広島支部 えんぜるふぃっしゅ
NPO法人 nicoloop

～ダウン症のある人の日常～

特定非営利活動法人 クラヴィスアルクス
遺伝性がん当事者からの手紙

LOVOTOriHime
ⒸOryLab Inc.

イ ン ス ハ ー ト



ライブ 15：00～15：45
サイン会 15：45～16：00

Insheart  

コーヒーサービス
13：30～15：00

日頃の練習を活かし、心を込めて
お客様をおもてなしします。

日本ダウン症協会広島支部
えんぜるふぃっしゅ カカオチーム

いる様子

×ゲノム
て考えている様子
×ゲノム
いて考えている様子

第3回 市民公開講座写真パネル展

医療と教育の連携 ゲノムで広がる！ ウェルビーイングな未来

6月7日（土）・8日（日）両日開催

6月7日（土） 6月8日（日）

パネル・
パンフレット
展示
がんゲノム医療の
現況と課題
広島県におけるがんゲノム医療連携体制

広島大学D&I推進機構の
取り組み

遺伝性不整脈は、事前に診断すれば命を守れる可能
性がある病気です。若年者の突然死の原因となる「ブ
ルガダ症候群」「QT延長症候群」について、わかりや
すくご紹介します！

子ども・若年の
突然死を防ぐ
遺伝性不整脈診断

中野 由紀子
広島大学  大学院  医系科学研究科
循環器内科学  教授

がんの診断や治療に必要なゲノム検査から、遺伝性
腫瘍症候群というがんになりやすい体質と診断され
る人が増えています。代表的な遺伝性乳癌卵巣癌や
リンチ症候群などについて解説します。

ゲノム医療がもたらす
がんのリスク評価と
ウェルビーイングな未来

檜井 孝夫
広島大学病院  ゲノム医療センター・
遺伝子診療科  教授

医療の進展により、教育現場にも新たな連携の可能性
が広がっています。ゲノム医療による早期診断や予防的
支援の重要性が高まる中、特別支援教育の分野では、多
様な子どもたちの尊厳と社会的包摂を支える環境づくり
が求められています。医療と教育、テクノロジーが共創
するウェルビーイング社会の構築について解説します。

医療と教育の連携による
ウェルビーイング社会の構築

川合 紀宗
広島大学  D&I推進機構  
ウェルビーイング推進室長  教授

長崎大学出身の現役の医師による音楽
ユニット。「医療で身体を治すだけではなく、
音楽を通して心まで癒したい」という思いから、
2015年1月より活動を開始。
さだまさしより絶賛され、NHK「今夜も生で
さだまさし」にも出演。2024年4月のNHK
「おはよう日本」を始め、各テレビ局で特集
されメディアでも多く取り上げられている。

教育×ゲノム

オープンキャンパス 14：30～16：00
広島大学 教育学部
特別支援教育学プログラム（両日）

広島大学 大学院医系科学研究科
遺伝カウンセラー養成コース（8日のみ）

写真パネル展

日本ダウン症協会 広島支部
えんぜるふぃっしゅ
NPO法人 nicoloop

～ダウン症の
ある人の日常～

特定非営利活動法人
クラヴィスアルクス

遺伝性がん当事者
からの手紙

市民公開講座 13：00～14：15

“ウェルビーイング” ―心も体も、そして社会的にも「よりよく生きる」こと。そんな未来へつながるヒントを、一緒に見つけてみませんか？

体験イベント 14：30～16：00

特別支援を支える最新テクノロジー体験！
分身ロボットOriHime、LOVOT、Ozobotを使ってみよう！ふれてみよう！
吃音VR展示

広島大学D＆I推進機構、広島大学大学院人間社会科学研究科

イ ン ス ハ ー ト

6月8日（日）【会場実施】
現役院生／修了生によるコースの紹介など

6月7日（土）【会場実施】
大学教員によるプログラムの紹介・質疑応答など

6月8日（日）【遠隔実施】
OriHimeロボットを使い、7日と同様の内容を実施

日本ダウン症協会広島支部
えんぜるふぃっしゅ おんがくくらぶ

太鼓演奏
13：00～13：30

大好きな音楽を通じて会場の皆さんと
つながり、盛り上げたいです!

ディスカッション

医療と教育のコラボレーションの意義

※OriHimeは株式会社オリィ研究所の製品です。

ⒸOryLab Inc.

分身ロボット
OriHime
参加予定


